平成１６年８月１８日

三菱化学株式会社

中国藍星社へのアクリル酸技術ライセンス供与について

三菱化学株式会社（本社：東京都港区、社長：冨澤 龍一）は、このたび中国藍星(集団)総公司（本社：中華人民共和国・北京市、社長：任建新、以下「藍星社」）との間で、当社のアクリル酸（ＡＡ）及びアクリル酸エステル（ＡＥ）生産技術の藍星社への供与、及び藍星社が生産する同製品の一部を当社が引き取ることに関して合意に達し､本年８月１６日に契約調印いたしました。

具体的には、藍星社のグループ会社である沈陽パラフィン社が中国遼寧省沈陽市で２００６年第３四半期より生産開始予定のＡＡ（８万トン／年）・ＡＥ（１２万トン／年）製造プラントに関して、当社が藍星社に生産技術を供与いたします。また、当社は、同プラントにて製造されるＡＡ・ＡＥの一部を引き取り、南アフリカのサソール社との合弁会社サソール・ダイヤ・アクリレーツ社（本社：南アフリカ、サソールブルグ　社長：木村 武司、以下「サソールＤＡ」）を通じて、中国国内を含むアジア市場を中心に販売する予定です。なお、同プラントの基本設計及び設備調達は、三菱化学エンジニアリング社が担当します。

当社は、ＡＡ・ＡＥの生産技術をコア技術として位置づけ、長年にわたり同技術の開発・発展を進めてきており、世界的にも高い評価を受けています。また、事業面においても昨年１０月にサソールＤＡ社を設立するなど、積極的に世界事業展開を行っています。今回の藍星社との提携は、技術供与と引取権という相互のニーズを反映したもので、当社にとって、すでに中国・南通に進出している三洋化成社との高吸水性樹脂（ＳＡＰ）製造・販売合弁会社サンダイヤポリマー社へのアクリル酸供給ソースが確保できること、及び需要の大幅な伸びが期待される中国をはじめとするアジア市場へのアクリル酸エステルの供給体制が強化できるなど、本事業の発展・強化に資する提携となります。

藍星社は、中国の国営石油化学会社の一つである中国化工集団を構成する中核会社（会社概要別紙１）であり、今回の沈陽市におけるアクリル酸及びアクリル酸エステルプラント建設は、自社のプロピレンを基に企業化が計画されてきました。その検討の過程で当社の経済性・安定性に優れた生産技術が高く評価され、技術供与の要請が行われたものです。

当社は、原料のＡＡ・ＡＥから川下製品のＳＡＰ・エマルジョンまで「トータル・アクリレート・チェーン」を石化ビジネスにおけるコア事業として位置づけており、ワールドワイドな事業展開を加速させています。今回も藍星社との緊密な連携体制のもと、プラントのスムースな立ち上げに協力することにより、中国市場における事業展開の基盤を強化してまいります。

[別紙１]

藍星社の概要

[問い合わせ先]

三菱化学株式会社　広報・ＩＲ室

Tel. ０３－６４１４－３７３８

別紙１

【藍星社の概要】

１
英文社名：
China National Bluestar (Group) Corporation

２
設立：
1984年9月

２
本社：
北京

３
社長：
任建新

４
資本金：
２００億元

５
事業内容：
工業洗浄/膜及び水処理/石油化学

６　売上高：
約１００億元

７　従業員数：
約５万人

